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本事例集の作成にあたり 
 

（⼀財）訪問リハビリテーション振興財団 
研修班 班⻑ 露⽊ 昭彰 

 
 訪問リハビリテーションが広く認知され、多くの⽅に利⽤されるようになってきたことは⼤変うれしく、誇らし
いことです。しかし、未だ医療機関で⾏われているリハビリテーションの延⻑のように理解されていることは、
確固たる在宅リハビリテーションの形が表現できていないからだと考えられます。理学療法⼠・作業療法⼠
法が制定されてから 50 年が経ちました。これまでの傷病由来のリハビリテーションから、⼀⼈ひとりの⼈⽣
由来のリハビリテーション、つまり「オーダーメイドのリハビリテーション」へと昇華していかなければなりません。
そのヒントになればと「活動・参加につながるリハビリテーション」を基本として本誌を構成しました。 
 「痛みをとる」「⿇痺した⼿を動かせるようにする」「歩けないから歩けるようにする」ということだけではなく、
「何のために歩けるようになりたいのか」、この「何のため」という⽬的が個々⼈のヒストリーや⼈⽣観、思想
などにより異なります。ここをしっかりと抽出することが⼤切で、あるいは本⼈が諦めかけていることをもう⼀
度、掘り起こしていくことも必要なのです。我々は⽬の前の⼈が、何に困っていて、何が課題か抽出するの
は得意です。「悪いこと探し」をした上で、問題解決に⼊っていくという⼀⽅向の思考から、「いいとこ探し」
の思考を加えて、アセスメントし、マネジメントが出来るようなセラピストに向かっていかなければなりません。
対象としている⽅の⼈⽣を俯瞰し、若い頃のことや仕事を頑張ってきたこと、趣味や興味など、その⽅を理
解した上で、今関わっている時期はここなんだと意識を持って、対応していくことが真の個別対応ではない
でしょうか。2 ⼈として同じ⼈はいないのです。対応も同じになる訳がありません。 

 平成 27 年度、28 年度、29 年度と 3 ヶ年度をかけて、全国⼀体的に「活動・参加につながるリハビ
リテーション」に取り組んでまいりました。本誌は全国で活躍し、国⺠の⽣活、⼈⽣を守っている多くの仲
間たちの産物であることをここにお伝えし、事例収集を⾏ったことで、より⼀層絆を深めることが出来たと強
く感じております。この３年間、新たな「リハビリテーション」を模索してまいりましたが、ぼんやりと⾒えてきた
気がします。病院、施設も地域の⼀部です。⼊院⽣活も⼈⽣の中の⼀部です。それは急性期、回復期、
⽣活期、予防を含めて、点ではなく線としての意識が必要なのです。このことが本当に理解され、実践さ
れていくことに繋がれば、新しいリハビリテーションの形が描けていくと思います。 
 皆さんの⼒を結集して 1 つの作品が出来たことを喜び、全国で活躍している訪問リハビリテーション従事
者の素晴らしい対応に⼼を揺らしてください。１つ１つに物語があります。登場⼈物たちの⽣きている状
況が⾒えてきます。これが、我々が従事している現場なのです。是⾮多くの仲間に⽬を通していただけるよ
うご活⽤ください。事例収集にご協⼒くださった多くの⽅々に⼼より感謝を申し上げます。また、本誌を編
集するにあたり、多くの時間を割いて作成に励んでいただいた研修班のメンバーには信念を持った強い意
志を表現していただき、この場をお借りしてお礼を申し上げます。このメンバーでなければ、ここまで来ること
はできませんでした。 

我々セラピストが提供するリハビリテーションってこんなに素晴らしんだと感じてください。そして本誌を通じ
て、新しいリハビリテーションの形を皆さんと少しでも共有できれば幸いです。 
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活動・参加につながった事例集
訪問リハビリテーション従事者による

⽇本の少⼦⾼齢社会対策として、⼼⾝機能に偏った訪問リハビリテーション（以下、リハ）から脱却し、活
動・参加を今まで以上に促進するために、平成27年度より毎年47都道府県の訪問リハに従事するＰＴ・Ｏ
Ｔ・ＳＴより「活動・参加につながった事例」を募集し、成功モデルの事例分析を実施してきました。そこで得ら
れた事例より、活動・参加につなぐ法則性や実効性のあるパラダイムシフトを確認できたのでご報告します。

＜平成28・29年度調査＞
平成28・29年度調査は、平成27年度調査で得られた
知⾒を事例収集のフォーマットに落とし込みました。①従来の
医学的な評価に追加して、強みの評価（表１）を⾏い、
②その結果を実現したい意欲の出る⽣活⽬標に落とし込み、
③尚且つリハプログラムにも絡めるというプロセスを書式化し
（事例参照）、47都道府県の訪問業務に従事するPT・
OT・STに事例報告の募集を実施しました。

＜結果＞
全国より約400事例の活動・参加につながった事例の応募が
あり、その中から事例集⽤に厳選し、130事例を掲載しました。
活動・参加の集計結果としては、表２の通りで、活動・参加を再
開した報告が最も多く、外出や給付抑制、地域活動が多い結
果となっていました。
それぞれの事例において、⼼⾝機能、活動・参加、環境への働
きかけがバランスよく⾏えており、⾼齢者や障がい者の⽣活期リハ
ビリテーションの可能性を実感することができる報告となっています。

公益社団法⼈ ⽇本理学療法⼠協会
⼀般社団法⼈ ⽇本作業療法⼠協会
⼀般社団法⼈ ⽇本⾔語聴覚⼠協会

活動・参加を科学する

概要版

＜平成27年度調査結果から得られた知⾒＞
全国から集まってきた事例から⾒えてきた活動・参加につなぐポイントとは、対象者の強みの活⽤です。うまく活
⽤ができている事例は活動・参加につながり、活⽤できていない事例はつながらない。もちろん、対象者の医学
的重症度も影響しますが、それ以上に強みの活⽤の有無が⼤きく影響します。

訪問リハ事例 No.56 うつ状態から興味ある活動を引き出し就労へと繋がった

事
例

51歳男性・要介護2・左被殻出⾎・右⽚⿇痺・感覚性失
語・うつ病 ⽣活歴︓⾃営トラックで⼯具の訪問販売
本⼈希望︓外出して⼈と交流したい、働きたい

経
過

回復期病院で経⿐経管栄養から経⼝摂取とな
る。⽂レベルでの聞き誤りあり。発病後ストレスで
うつ病あり。ADL向上を⽬指し、訪問リハ開始。

開始時の状態と活動・参加 実現したい⽣活⽬標（予後予測） アプローチ後の活動・参加
屋内歩⾏は独歩、⾃宅内での
ADLは⾃⽴しているが、失語
症とうつによって活動性が低下
して訪問リハを休むこともあった。
また、半盲やめまいがあり、受
診以外は⼀⼈で外出する事は
殆どなかった。

友⼈と温泉旅⾏に⾏く・趣味のバンドが⾏える・
就労して収⼊を得たり、⼈と交流が図れる

うつ状態も落ち着き、⾃転⾞やバス
を使⽤して外出⾃⽴。求⼈や職場
の情報収集を本⼈が⾏い、履歴書
も作成し、障害についての説明をし
た上で採⽤。釣り具屋で週４回の
パート勤務開始。
友⼈と⽇帰りの
温泉旅⾏にも
⾏っている。
仕事に伴い
リハ終了
(約2年間)。

訪問リハアプローチ内容
◯訪問リハ（週3回）
・屋外歩⾏にて写真撮影や買い物等、興味のあ
る活動を引き出す。
・⾔語訓練を⾏い理解⼒の向上とスムーズなコ
ミュニケーションの向上を図る。
(回数を段階的に週3回⇒週１回へ変更)
・就労⽀援として障害者相談センターに同⾏して
⾝体・精神機能などの情報提供・共有をする。

強み評価
就労の意欲があり・⼏帳⾯・⾟
抱強い・⾃⼰分析ができる・温
泉が好き・バイクや写真・バンド
が趣味・仲間がいる

ま
と
め

開始時はうつだったが徐々に表情も明るくなった。特に興味・趣味からの介⼊が⼼情変化のきっかけになった。
就労継続⽀援から開始する事を提案したが、本⼈の意思が強く⼀般雇⽤から就職活動を開始し⾒事に就
労へ⾄った。これは本⼈の性格の強みにより勝ち取れた結果と考える。現在も休むこと無く仕事を続けている。

分
類
３

表１ 強みの種類

表２ 活動・参加の集計結果
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訪問リハビリテーション従事者による活動・参加につながった事例集

在宅の⾼齢者や療養者、障がい者の退院後の⼼⾝機能の
低下のきっかけは、⽣活場⾯における失敗体験に起因すること
が少なくありません。もともとの役割の喪失、出来ていた⽇常⽣
活動作の要介護状態、尿便失禁、転倒などの失敗体験が、
対象者の⾃信を奪い、⾃⼰効⼒感を極端に低下させます。従
来の医学モデルに基づく、⾝体機能偏重のその⼈の弱点に焦
点を当て問題解決をはかるウィークネスアプローチのみだと、⽣活
における失敗体験が重なってくるので、次第に抑うつ状態が増し
てきます（図１）。

しかし、⼀⽅で、対象者の強みの評価をし、強みを活かした意欲
の出る⽣活⽬標を設定したり、リハプログラムに絡めることにより、
様々な成功体験をしやすくなります。家庭や地域での役割の再獲
得につながったり、できないと思っていた⽣活⾏為ができたり、加齢
や病気、障害による機能低下があっても幸せと感じられたり。その
ような成功体験によって、⾃信が少しずつ回復し、⾃⼰効⼒感が
向上し、その結果精神的なストレスの軽減が図られ、抑うつの軽
減や⾃宅内、および⾃宅外での⾏動が拡⼤します。⽣活意欲や
⽣活活動性が⾼まることにより、⽣活機能全体が少しずつ改善し
ていくので、効果的な⾃⽴⽀援につながります（図２）。

＜活動・参加につなげるための⽣活期リハのパラダイムシフト＞

これまでの⼼⾝機能低下に焦点を当てたウィークネスアプローチ⼀辺倒では、対象者の⽇常
⽣活における失敗体験を防ぎきることはできず、結果次第に⽣活機能が低下していく状態が
散⾒されました。そのため、抑うつを予防・改善させることを視野に⼊れたストレングスアプローチ
の併⽤が⽣活期リハにおいてきわめて重要になります（図３）。
従来のリハ評価にプラスして、対象者の強みの評価を⾏い、強みをより具体的な⽣活⽬標

に落とし込み、なおかつリハプログラムにも絡めていくことで、⽇常⽣活における成功体験を促し
、その結果、抑うつを軽減し、⽇常の⾏動を拡⼤させます。
このように、従来のウィークネスアプローチにストレングスアプローチを併⽤する形が、効果的な

⾃⽴⽀援につながり、結果、活動・参加を促し、さらには社会保障費の抑制にも寄与します。

＜事例から⾒えてきた成功事例の法則＞

訪問リハ事例 No.22 聞取りで、リハ⽬的を明確にしたことで１つ1つ獲得できるようになった

事
例

75歳⼥性・要⽀援2・糖尿病・⼈⼯膝関節術後・左
下腿打撲
⽣活歴︓⽡修理の仕事・畑作業・お寺巡り
本⼈希望︓四国⼋⼗⼋か所巡り、⾼野⼭へ⾏く

経
過

3年前にTKRを⾏って以降、歩⾏時の膝の痛み、⽴
ち仕事中の腰痛が出現し、近隣のお寺参りができず、
⾃宅に閉じこもりがち。道で転落、左下腿打撲後、
さらに活動性低下のため訪問リハ開始。

開始時の状態と活動・参加 実現したい⽣活⽬標（予後予測） アプローチ後の活動・参加
⾃宅内は伝い歩き。屋外は歩⾏器
で短距離歩⾏可能。ADLは⾃⽴、
家事も可能であるが、
膝と腰の痛みが伴う。
痛みのため、お寺へ
歩いて⾏くことが困難
な状況。

・亡くなった旦那さんの供養がしたい。
近くのお寺へ毎⽉いけるようになりたい。
四国⼋⼗⼋か所や⾼野⼭へ⾏きたい。

下肢機能向上。床からの⽴上り・
⽴ち仕事中の腰痛消失。畑作業
が座位から⽴位へ。スーパーへの
野菜の出荷。近くのお寺へ１⼈で
⾏け、家族と⼀泊温泉旅⾏や四
国⼋⼗⼋か所の残りの場所へ⾏
けるようになった。

（写真︓⽕渡⾏事への参加）

訪問リハアプローチ内容
○訪問リハ（週２回）
⾃⼰管理のための体への気づきの促し、⾃
主トレ、結果のフィードバック、床動作練習、
畑作業練習、エスカレーター練習など。
○地区体操への参加
親友以外との交流
参加者への体操指導
イベントへの出品など。

強み評価
前向き・負けず嫌い・世話好き
孫の世話が好き・温泉が好き・仕事
が好き・畑作業ができる・料理が好
き・お⾦を稼ぎたい・夫の供養したい

ま
と
め

介⼊効果のポイントとしては、⽬標の聞き取りの中で、最初は、「⾜の⼒をつけたい」が希望であったが、その理
由を１つ１つ確認し、「歩けるようになりたい」→「近くのお寺へ⾏きたい」→「四国⼋⼗⼋か所巡りをしたい」→
「旦那さんの供養をしたい」という本当の思いが語られたことで、リハの⽬的が明確になったことである。

分
類
2

図３ これからの⽣活期リハ

図２ ストレングスアプローチ併⽤の良循環

図１ ウィークネスアプローチのみの悪循環

3



－目 次－                         

訪問リハビリテーション従事者による活動・参加の事例集 

 
活動・参加に繋がった事例集 概要版 
 
事例集作成にあたって  

      露⽊ 昭彰（⼀般財団法⼈訪問リハビリテーション振興財団 研修班 班⻑） 
 
第 1 章 「活動・参加に必要なマネジメント」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 
 
第 2 章 事例集作成フォーマットのねらいと開設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 
 
第 3 章 活動・参加に繋げる社会資源（フォーマル、インフォーマル）・・・・・・・・・・・・・・・・15 
 
第 4 章 事  例  集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22 
 
第 5 章 提出事例の総括と今後の課題、そして可能性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100 
 
第 6 章 参考資料 

資料①事例⼊⼒フォーム 
      資料②事例⼊⼒例 
      資料③強みの種類 
      資料④あなたの強みの種類 

資料➄活動・参加促進レシピ 
資料⑥カテゴリ⼀覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

4



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




